
（様式２）

1.

2. 事業の目的及び内容

3.

4. 交付実績額 ２３,６６８千円（A）

5. 補助金等における管理費

(1)　人件費 ６,７１０千円

(2)　一般管理費 １,３８３千円

(3)　その他の管理費

金額

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

０千円

８,０９３千円

6. 外部への支出

(1) 外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出先 金額

アジア航測（株） ４,１５０千円

（有）田園都市研究所 ６３１千円

（財）日本気象協会 １,２１０千円

（財）日本環境整備教育センター 　　　　　   　 １,９０５千円

７,８９６千円（Ｂ）

(2) (1)以外の支出

支出先 金額

職員・検討員・講師 ２,０００千円

検討員・講師 　　　　　 ４１８千円

文具店等 　　　　　   　２７０千円

会議室、リース業者 　　　　　   ２１６千円

飲食業者 　　　　　   １７千円

アルバイト 　　　　　９８６千円

上毎印刷工業（株） ２,６３０千円

６,５３７千円

7. その他

金額

１,１２７千円

　　　　　   　  千円

　　　　　   　  千円

8. 再補助・再委託等の割合 ３３．３６％(B/A)

内容

消費税及び地方消費税

合計

支出内容

合計

支出内容

合計

木道等施設現況データ表示システム作成業務

適正収容力総合報告書作成業務

尾瀬山ノ鼻気象観測業務

浄化槽汚泥発生量抑制手法検討調査業務

会議費

賃金

内容

合計

財団法人尾瀬保護財団

補助金等支出明細書補助金等支出明細書補助金等支出明細書補助金等支出明細書

交付先の公益法人の名称

内容

(1)　目的

(2)　具体的な内容

補助金等の名称 平成１６年度国立公園利用適正化推進事業委託費

本州最大の湿原である尾瀬ヶ原をはじめとする湿原景観を有し貴重な動植物も
分布し高い自然価値を持つ地域である｡これらを将来にわたり保全していくため
に平成１１年に国立公園利用適正化システムを構築し、運用しながら改善･充
実を図るとともにより具体的･効果的な方策を検討し､利用の適正化をさらに推
進することを目的とする｡

利用適正推進事業・利用分散化推進事業･自然改変状況モニタリング事業・ゴ
ミ処理対策検討調査事業・野生生物安全管理方策検討調査事業の５事業を柱
に実施している。

印刷製本（報告書、啓発リーフレット）

旅費

諸謝金

消耗品

借料損料


